
令和４年度 第２回 倉敷市環境審議会 

 

日時 令和５年２月３日（金）１４:００～ 

場所 倉敷市民学習センター 第一会議室 

（ライフパーク倉敷内２Ｆ） 

 

次  第 

 

１ 開会・あいさつ    

   

２ 報 告 

（１）令和４年度版「倉敷の環境白書」について 

    

（２）その他 

・第三次環境基本計画の環境指標と SDGsローカル指標について ほか 

    

３ その他 

   

４ 閉 会 



環境白書について

資料１
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環境白書と変遷

環境白書とは

倉敷市環境基本条例に基づき、環境基本計画に掲げられた施策
の進捗状況を取りまとめた年次報告書

変遷

「倉敷市における公害の概要」（昭和４１年～５７年）

大気汚染・水質汚染などの公害対策による環境基準に関する調査、結果データが中心。

「倉敷の環境保全」（昭和５８年～平成１２年）

規制、対策により、大規模な公害は緩和→生活排水対策、騒音などを含めた内容に変更。

「倉敷の環境白書」 （平成１３年～）

平成１２年に倉敷市環境基本条例に基づく環境基本計画を策定し、広義の環境（緑、景観、
ごみ、地球温暖化対策、環境学習など）についての施策などを掲載
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本編と資料編

倉敷市の環境の現状や環境基
本計画の達成状況などを掲載

倉敷市の環境に関わる
様々な詳細データを掲載

本編 資料編
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令和４年度版からの見直し（１）

(１) 第三次環境基本計画で定めた５つの基本目標＋共通目標
に基づいた構成

→ 防災・減災、水道などについても、新たに掲載

(２) 視覚的により分かりやすく再編成

→ ページ数の縮小、全編フルカラー化、コラムの掲載等

(３) 小・中学生及び高校生のタブレットに電子データを掲載

→ 環境学習素材として活用

主な見直し内容

本編 資料編

本編

本編

（２）（３）→ 若い世代や無関心層への新たなアプローチの一環
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令和４年度版からの見直し（２）

従来との比較

現状（令和３年度版） 令和４年度版～
ページ数 132頁 60頁

※本編に入らなかったものは
資料編に掲載、QRコード

色 白黒（3ページのみカラー） フルカラー

製本形式 冊子型 パンフレット型

構成 第二次環境基本計画に基
づいた内容

第三次環境基本計画に基づ
いた内容

用語の解説を巻末に掲載 巻末には掲載せず、各ページ
に掲載

公表 紙媒体
ホームページへの掲載

紙媒体
ホームページへの掲載
タブレットへの掲載

本編
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令和４年度版のページ構成

本編
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表紙～ コンテスト最優秀賞、受賞作品紹介

第一部 環境施策の推進

５つの基本目標及び共通目標の体系に沿った、令和３年度の本
市の現状と実績報告

第二部 環境施策の推進状況

第三次環境基本計画の進行管理として、実施計画の公表場所
や政策ごとに設定している環境指標について、令和３年度の実績
値、達成状況及び考察等を掲載

裏表紙 コンテスト特選



環境指標

第三次環境基本計画は、SDGsの理念を踏まえて策定。

内閣府が公表しているSDGsローカル指標のうち、

①ローカル指標（＝共通指標）

②ローカル指標に関連する独自指標 のほか

③ローカル指標リスト上にはない独自指標

を環境指標として設定している（資料２－２参照）。
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第三次環境基本計画の環境指標とSDGsローカル指標について

SDGsの理念

既定の環境指標で進捗管理を行うことにより、SDGsの進捗管理も
行うことができると考える。

地方創生SDGsローカル指標リストの精査

資料２ー１
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【参考】地⽅創⽣SDGsローカル指標リスト
（⾃治体SDGs推進評価・調査検討会 作成）

13 気候変動に具体的な対策を

13.1 全ての国々において、気候関連災害や自
然災害に対する強靱性（レジリエンス）及び
適応の能力を強化する。

13.1.1 国家防災戦略に沿った地方レベルの防
災戦略を採択し実行している地方政府の割合

グローバルレベルな視点から提示されているもので、必ずしも国・自治体レベルにおける
SDGsの取組で使いやすいものにはなっていない。

⇒日本固有の課題等に対し、自治体でも利用可能な指標が必要。

共通指標：全国共通の指標であり、指標を活用することで自治体間の比較等を行うことができる。本指標の参考として、

国がローカル指標リストを公表している。

独自指標：共通指標には含まれないが、独自の計画・ビジョン等に基づいて設定した指標である。自治体では独自性のあ

る地域計画の立案が求められており、その進捗を測るための指標は独自指標となるケースが多い。



環境指標とSDGsローカル指標対応表

身近なところで、生き物（動物、昆虫や植物など）にふれあえる場や
機会（イベントを含む）があると思う人の割合＜総合計画指標＞ 15.9.1 生物多様性地域戦略の策定有無

自然にふれたり､学んだりする活動に参加している子どもの数

＜総合計画指標＞

環境マネジメントシステムを導入し、環境経営に取り組んでいる事業
者の割合

倉敷市･高梁川流域ＳＤＧｓパートナーの登録数

＜総合計画指標＞

企業が補助金を受けて行う、環境に配慮した研究・開発、設備投資の
件数 12.7.1 グリーン購入の取り組み度の評価

身近な地域の緑の量が多いと感じている人の割合

＜総合計画指標＞

都市公園の整備（１人当たりの面積） 11.7.1.3 可住地面積当たりの公園面積（公園面積／可住地面積）

倉敷市の景観を良くする取組に関わりたい思う人の割合

＜総合計画指標＞

倉敷市の景観が良くなったと感じている人の割合

＜総合計画指標＞

河川海域のＢＯＤ・ＣＯＤ・全窒素・全りん環境基準適合率

14.1.1.2 海域COD（環境基準達成の割合）※
14.x.1 水質の健康項目達成状況※
14.x.2 水質の生活環境項目達成状況※

汚水処理人口普及率

＜総合計画指標＞

大気環境基準達成率

＜総合計画指標＞

清掃活動に参加している人の割合

＜総合計画指標＞

水道水を飲料水として直接飲んでいる人の割合（直接飲用率）

＜総合計画指標＞

１人１日当たりの家庭ごみ排出量

＜総合計画指標＞

事業ごみ（一般廃棄物）の年間排出量

＜総合計画指標＞

リサイクル率

＜総合計画指標＞

最終処分率 11.6.1 廃棄物の最終処分割合（最終処分量／ごみの総排出量）

市全体から排出される温室効果ガスの削減割合

＜総合計画指標＞（H25年度　34,519千ｔ-CO2　比）

13.x1 ゼロカーボンシティの表明有無

産業部門での年間温室効果ガス排出量

世帯当たりの年間温室効果ガス排出量

＜総合計画指標＞

太陽光発電システムの導入件数（10ｋＷ未満）

＜総合計画指標＞

7.2.1.4 太陽光を利用した発電機器がある住宅の割合
7.2.1.3 太陽熱を利用した温水機器等がある住宅の割合

熱中症搬送患者数

自主防災組織カバー率

＜総合計画指標＞

環境学習満足度

＜総合計画指標＞

環境教育・環境学習講座受講者数

※データ入手可能性が「都道府県」で示されているもの

「目標」に関連する「SDGsローカル指標」

基本目標①
自然環境が守ら
れ、環境と経

済・社会とのバ
ランスが保たれ
ているまち

目標 環境指標

基本目標②
潤いと安らぎ、
歴史的・魅力的
な景観を有して

いるまち

15.1.1 森林面積割合（森林面積／総面積）

基本目標③
水と空気と大地
がきれいで、常
に安全でおいし
い水が届き、安
心して暮らすこ
とができるまち

6.3.1 下水道処理人口普及率
6.a.1 人口１人当たりの下水道費（下水道費／総人口）

11.6.2.1 PM2.5濃度に対する環境基準達成率
11.6.2.2 SPM濃度に対する環境基準達成率

6.x.1 湧水保全活動の実施有無

12.5.1 ごみのリサイクル率

12.2.1 １人１日当たりのごみ排出量（家庭部門）
12.3.1 人口１人当たりの食品廃棄物等の年間発生量（食品廃棄物等の年間発生量／総人口）※

12.4.2 有害廃棄物割合（その他の廃棄物／廃棄物の総搬入量）

基本目標④
リデュース・リ
ユース・リサイ
クルが徹底さ
れ、 環境に配
慮した循環型社
会が形成されて

いるまち

13.2.2 人口１人当たりのCO2排出量

7.2.1.2 世帯当たりの太陽光発電設置割合
（10kW未満の太陽光発電設備導入件数／世帯数）

11.b.2 自主防災組織活動カバー率※
13.x.3 水害区域面積割合（５か年平均）

共通目標
５つの基本目標
を達成するため
の「人づくり」

基本目標⑤
脱炭素社会の実
現に向け、だれ
もが地球温暖化
対策を推進して

いるまち

7.x.1 二重以上のサッシ又は複層ガラスの窓が設置されている住宅の割合
13.2.1.1 地球温暖化対策推進法に基づく地方公共団体実行計画（区域施策編）の策定有無
13.2.1.2 温暖化対策地方実行計画における気候変動適応計画の策定有無※

資料２－２


